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子ども主体の学びを推進するため、「ICT 教育」「個別最適な学び」「協

働的な学び」「遠隔教育徳之島型モデル」等、これまでの学びをさらに拡

げていきます。また、各学校においては、持続可能な社会の創り手にな

るために必要な資質・能力を着実に育成する「カリキュラムマネジメント」

の取組みが求められていることから、教育課程の見直し、教育効果の検証、

大学・研究機関や企業との教育連携等を通じ、新たな教育手法の導入や

AI 教材の活用等、「最先端の学び」を導入し、島われんきゃの

夢の実現に向けて学びの教育環境をさらに拡充していきます。

島われんきゃ
教育ビジョン

①徳之島町学びの教育 PROJECT の策定・推進
②教育文化事業の指標化

③小中学校の徳之島型モデル遠隔教育の拡充
④企業の社会貢献との教育連携推進（ソフトバンク社）

⑤研究機関・大学との連携（　　　　　　　　　）
⑥プログラミング教育・AI 教材導入・
　教育支援ロボットの活用 　
⑦南北教育連携の推進（北海道・沖縄県との交流）

徳之島町教育委員会では現在、
第６次徳之島町総合計画の内容
を反映し、今後５年間を見通
した「島われんきゃ教育ビ
ジョン」の策定を行って
います。今月号では、
同ビジョンの４つの
柱と概要をご紹
介します。

不登校の傾向にある子どもや長期欠席の

子ども、学校や家庭において特別な配慮や支

援が必要な子ども達に対し、令和６年度に新た

に「子ども第三の居場所」づくり事業に取組み、一

人一人に必ず支援が届く、教室や学校以外でも安心して

過ごせる環境づくりを推進します。このことにより本町では、

誰一人取り残さない、よりよい教育環境づくりや支援につなげます。

～誰一人取り残さない
 「フーガ」プロジェクト～

①「子ども第三の居場所」づくり事業の推進（B&G 財団）
②特別な配慮を要する子どもたちへの教育的支援及び医療的環境の整備・充実
③不登校傾向､ 長期欠席者の状況に対応した新たな教育環境の整備　
④特別支援教育支援員・学習支援員による学びの環境の充実
⑤多様な子供たちの状況に対応した総合的な支援態勢づくりの推進（大学・

教育機関・医療機関・民間団体等との連携）

徳之島町

～学びを変える「新学士村」プロジェクト～

ICT を活用した学習

「子ども第三の居場所」外観

※ フーガ（fuga）とは、イタリア語で多声音楽。旋律や音の重なり、豊かな響き、多彩な表現などの意味から、
多様な子ども達の良さを生かす学びの場をイメージ。

※ 

慶応義塾大、北海道教育大、
広島大、沖縄科学技術大学院大
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島われんきゃ
教育ビジョン

島われんきゃの夢の実現に向けて、本町の強みである伝統的な教育風土や世

界自然遺産の島の自然環境、歴史・文化等をはじめとして，これまでの「最先端

の学びの町」の取組みや実社会（国内外派遣事業）や本物（島の伝統文化・芸術

文化事業）にふれる機会をさらに充実・加速します。その為に学習者主体の学習

（ 探求型の学習や自由進度学習等）や 大学・企業等と連携した PBL（Project-based 

learning）を推進します。また、多様な教育活動や地域活動への子ども達の取組

みを賞賛・評価する「われんきゃポイント」 制度を充実させます。

将来を担う子どもたちが、
「新たな夢や目標に挑戦できる」
「島内外で様々な経験ができる」

「豊かな個性や能力を最大まで
伸ばすことができる」

「豊かな自然や希少動
植物と共生できる」

まちづくりを
目指して。

徳之島町

本町の歴史的教育風土である向学愛知の「学
士村」、積極進取の「亀津断髪」、親の教育に対
する心構え「ヤンキチシキバン」などを学校力とし
て高めます。また、今も未来も幸せにする教育活動の
在り方を熟議し、学校と地域が協働して将来に向けて学校
魅力化に取組みます。具体的には令和５年度より全校に導入した
学校運営協議会（CS：コミュニティ・スクール）と地域学校協働活動（地

域人材バンク等）を一体的に推進します。また、町青少年育成町民会議等での子どもの意見を施策への反映させる
環境づくりなど、エージェンシーの視点を取り入れ、今後も地域とともに子どもを育てる環境づくりを推進します。

～学校魅力化を一緒に
「ヤンキチシキバン」プロジェクト～

①施設分離型小中一貫教育の実施
②学校運営協議会・地域学校協働活動・青少年育成町民会議等の熟議と施策への反映
③教職員の働き方改革の推進・教員研修の充実（大学・企業との連携研修・

教育講演会の実施等）
④東天城中新築・給食センター建築推進・北部幼保連携型子ども園の推進
　（幼小中一体型教育の実証・給食の地場産食材の使用）
⑤ 部活動の地域移行への検討
⑥ 留学センター・親子留学・ふるさと留学制度の拡充

～未来は自分で創る「ニライカナイ」プロジェクト～

海外語学留学事業（R5）

建設中の東天城中学校校舎

われんきゃわれんきゃ
ポイントでポイントで

応援します！応援します！

①われんきゃポイント事業の推進
②海外語学留学事業・インターンシップ教育事業
③ ChatGPT Pepper 導入（新たな学びの導入）
④徳之島町史概要版及びデジタル化
⑤「総合的な学習の時間」を中心とした徳之島学の推進
⑥デジタル教科書導入
　（学習の多様化・授業改善・家庭学習の充実）
⑦ AI デジタル教材による学習の推進
　（個別最適な学び）
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総勢 25 人で初参加した亀津浜踊り保存会 １年に数か所で実施されている租税教室

第
61
回
奄
美
ま
つ
り
の
八
月
踊
り
が

８
月
３
日
、
奄
美
市
名
瀬
の
支
庁
通
り

か
ら
本
町
通
り
、
屋
仁
川
通
り
に
か
け

て
あ
り
、
本
町
か
ら
亀
津
浜
踊
り
保
存

会
が
初
参
加
し
ま
し
た
。
今
回
の
参
加

は
、
郷
友
会
で
あ
る
名
瀬
亀
津
会
と
の

交
流
が
主
な
目
的
。
過
去
の
コ
ロ
ナ
禍

な
ど
で
な
か
な
か
交
流
が
で
き
な
い

中
、
奄
美
ま
つ
り
の
八
月
踊
り
が
５
年

ぶ
り
に
開
催
さ
れ
る
こ
と
に
合
わ
せ
、

念
願
の
交
流
が
実
現
し
ま
し
た
。
同
保

存
会
は
亀
津
浜
踊
り
は
も
ち
ろ
ん
の
こ

と
、
ワ
イ
ド
節
、
亀
津
音
頭
な
ど
も
披

露
。
徳
之
島
ら
し
い
芸
能
の
魅
力
を
ア

ピ
ー
ル
し
ま
し
た
。

税
金
の
大
切
さ
や
仕
組
み
を
学
ぶ

「
租
税
教
室
」
が
７
月
12
日
、
町
立
神

之
嶺
小
学
校
で
あ
り
ま
し
た
。
授
業

は
本
町
税
務
課
の
職
員
が
講
義
を
担

当
し
、
同
小
学
校
の
５
・
６
年
生
を
対

象
に
実
施
。
税
に
関
す
る
ク
イ
ズ
や

Ｄ
Ⅴ
Ｄ
を
視
聴
し
、
身
近
に
使
わ
れ

て
い
る
税
金
に
つ
い
て
楽
し
く
学
び

ま
し
た
。
授
業
終
盤
に
は
「
１
億
円

分
の
札
束
」
の
レ
プ
リ
カ
も
登
場
。

児
童
は
興
味
津
々
の
様
子
で
札
束
の

重
さ
を
体
感
し
、「
税
金
は
、
み
ん
な

の
く
ら
し
を
支
え
て
く
れ
る
大
切
な

も
の
だ
と
知
り
ま
し
た
」
な
ど
の
感

想
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

亀
津
浜
踊
り
保
存
会
、
奄
美
ま
つ
り
の
八
月
踊
り
へ
初
参
加

神
之
嶺
小
で
租
税
教
室
、
町
税
務
課
職
員
が
講
師
担
当

町役場で行われた故𠮷川毅氏への表彰伝達式

元
徳
之
島
町
助
役
の
故
𠮷
川
毅
氏
が

国
の
叙
勲
で
栄
え
あ
る
瑞
宝
双
光
章
を

授
与
さ
れ
ま
し
た
。
氏
は
昭
和
35
年
に

町
役
場
に
入
庁
。
町
職
員
と
し
て
昭
和

63
年
ま
で
の
約
28
年
の
長
き
に
渡
り
、

亀
津
小
体
育
館
や
轟
木
へ
き
地
福
祉
館

の
建
設
な
ど
に
携
わ
り
町
勢
の
発
展
に

尽
力
。
社
会
教
育
課
長
、
企
画
課
長
、

都
市
計
画
課
長
等
を
歴
任
し
ま
し
た
。

昭
和
63
年
12
月
か
ら
は
現
在
の
副
町
長

の
職
務
に
あ
た
る
助
役
を
務
め
、
平
成

11
年
ま
で
の
約
11
年
間
、
学
校
教
育
施

設
の
整
備
や
生
涯
学
習
の
推
進
、
福
祉

の
充
実
な
ど
に
取
り
組
み
、
地
方
自
治

の
伸
展
に
大
き
く
貢
献
さ
れ
ま
し
た
。

元
徳
之
島
町
助
役
、
国
の
叙
勲
で
瑞
宝
双
光
章
受
章

今
年
度
２
回
目
と
な
る
「
出
産
祝
金

贈
呈
式
」
が
７
月
25
日
、
役
場
１
階

多
目
的
室
で
あ
り
ま
し
た
。
今
回
は

申
請
の
あ
っ
た
出
生
児
17
名
を
対
象

に
祝
金
を
贈
呈
。
高
岡
町
長
が
祝
金

を
直
接
手
渡
し
、
未
来
を
担
う
子
ど

も
達
の
誕
生
を
祝
福
し
ま
し
た
。
こ

の
取
組
み
は
全
国
か
ら
の
ふ
る
さ
と

納
税
に
よ
る
「
ふ
る
さ
と
思
い
や
り

基
金
」
を
活
用
し
、
２
０
２
０
年
度

か
ら
毎
年
実
施
。
支
給
額
は
、
第
１

子
が
10
万
円
、
第
２
子
15
万
円
、
第

３
子
25
万
円
、
第
４
子
35
万
円
、
第

５
子
45
万
円
、
第
６
子
以
降
は
１
子

ご
と
に
50
万
円
と
な
っ
て
い
ま
す
。

今
年
度
第
２
回
目
の
出
産
祝
金
、
17
名
へ
贈
呈

出産祝金を贈呈された皆さん

【提供写真】



– 5 –– 5 – 広報 徳之島 2024 年 9 月号

毎
年
恒
例
の
本
町
母
間
集
落
の
祭

り
「
第
27
回
母
間
ち
ゅ
っ
き
ゃ
い
節
祭

り
」
と
、
町
北
部
地
区
の
持
ち
回
り
で

実
施
さ
れ
て
い
る
「
第
５
回
東
天
城
祭

り
」
が
８
月
10
日
、
母
間
新
港
に
て

併
催
さ
れ
ま
し
た
。
出
店
が
軒
を
連
ね

賑
わ
い
を
み
せ
る
中
、
午
後
６
時
に
ス

テ
ー
ジ
が
開
演
。
流
行
曲
も
取
り
入
れ

た
来
場
者
参
加
型
の
盆
踊
り
を
は
じ

め
、
母
間
保
育
所
や
母
間
小
三
味
線
ク

ラ
ブ
の
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
、
北
部
地
区

の
各
集
落
に
よ
る
伝
統
芸
能
な
ど
が
披

露
さ
れ
、
ｍ
ｏ
ｃ
ｏ
ｄ
ａ
ｉ
ｃ
ｈ
ｉ
さ

ん
、
安
田
竜
馬
さ
ん
に
よ
る
母
間
出
身

ア
ー
テ
ィ
ス
ト
ラ
イ
ブ
で
会
場
の
盛
り

上
が
り
は
最
高
潮
に
。
最
後
は
夜
空
を

彩
る
大
輪
の
花
火
が
打
ち
上
げ
ら
れ
ま

し
た
。

流行曲も取り入れ会場一体で盛り上がった盆踊り

母
間
ち
ゅ
っ
き
ゃ
い
節
祭
り
・
東
天
城
祭
り
を
併
催
実
施

地元愛に溢れた mocodaichi さんのライブ

徳
之
島
町
第
41
回
ど
ん
ど
ん
祭

り
イ
ベ
ン
ト
第
１
弾
と
な
る
「
第

38
回
徳
之
島
波
乗
り
祭
り
」
が
、

８
月
４
日
、
本
町
花
徳
の
里
久
浜

で
あ
り
ま
し
た
。
大
会
は
オ
ー
プ

ン
ク
ラ
ス
を
は
じ
め
、
キ
ッ
ズ
、

ビ
ギ
ナ
ー
、
レ
デ
ィ
ー
ス
、
ス
ペ

シ
ャ
ル
な
ど
７
つ
の
部
門
に
分
か

れ
、
計
38
人
が
参
加
。
当
日
の
波

は
、
高
い
テ
ク
ニ
ッ
ク
が
求
め
ら

れ
る
比
較
的
小
さ
い
波
で
し
た
が
、

参
加
者
は
乗
れ
る
波
の
ピ
ー
ク
を

見
極
め
次
々
と
テ
イ
ク
オ
フ
。
特

に
上
級
ク
ラ
ス
の
選
手
は
波
の
サ

イ
ズ
を
感
じ
さ
せ
な
い
素
晴
ら
し

い
ラ
イ
デ
ィ
ン
グ
を
披
露
し
、
ギ
ャ

ラ
リ
ー
か
ら
は
大
き
な
歓
声
が
上

が
っ
て
い
ま
し
た
。

ナイスライディングで会場を沸かせた出場選手の皆さん

ど
ん
ど
ん
祭
り
イ
ベ
ン
ト
第
１
弾
、
徳
之
島
波
乗
り
祭
り

スペシャルクラス決勝を戦った選手の皆さん

花徳・轟木集落による「ムチタボレ」
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「できないことを嘆くより、できていることを認め合う」

令和６年 10 月 20 日（日）10:00（開場 9:30）町文化会館【入場無料】

本校が一番大切にしている考え方です。苦労をたくさん経験してきた生徒達ですが、

立花高校は彼らに光をあてようとするよりも、彼らに光そのものになって欲しいと願っ

ています。立花高校の生徒達が光となって世の中をおおらかに変えていく。

君は君のままでいいんだよ。まだ見ぬ本校を求めるたくさんの涙に、私は胸を張って

そう伝えたいです。（学校法人立花学園立花高等学校HP「学校長ご挨拶」より）

家庭教育講演会
令和６年度地域で支える家庭教育推進事業

齊藤眞人

学校法人立花学園 立花高等学校 校長

氏

「それで よかよか」
〜寛容の精神が

　醸成される社会〜

【演題】

主催：徳之島町教育委員会／徳之島町家庭教育支援チームつむぎたい

お問い合わせ：徳之島町教育委員会 社会教育課　☎ 0997-82-2904

不登校生徒の受け入れに取り組む福岡市の立花高校。あなたは子
どもが辛いとき、居場所がなく寂しいとき、どう対応しますか？

さいとう まさと



– 7 –

町からのお知らせ

広報 徳之島 2024 年 9 月号

どなたでも安心してご相談を

弁護士相談会のお知らせ

主に消費者問題に関する相談について、弁護士相談会を開催します。相談は無料です。相談をご
希望の方は事前の申し込みが必要となりますので、9 月 20 日（金）までに企画課へお申込みください。

●日時＝令和６年 10 月４日（金）※１件につき 30 分以内

●場所＝徳之島町生涯学習センター２階 研修室

●内容＝消費者問題・多重債務に関する相談
※件数に満たない場合は消費者問題以外の相談も対象とします。
※台風等の影響で予定が変更になる事があります。
※次回の相談会は 12 月を予定しています。

企画課 消費生活相談窓口　☎ 0997-82-1112問

消費者庁イラスト集より

町内の畑・牛舎等、貯め水や貯水槽の調査にご協力ください

シロアゴガエル繁殖調査のお知らせとお願い

〇令和 6 年 9 月から令和７年３月までの期間、徳之島町内の畑や
牛舎などの貯め水や貯水槽に、特定外来生物であるシロアゴガ
エルが繁殖していないか調査を実施します。

〇調査期間中、調査員が溜め水や貯水槽などの水場に立入り確認
を行いますので、該当地域の住民の皆さまのご協力をお願いい
たします。

〇溜め水や貯水槽などの水場でシロアゴガエルは繁殖します。溜
め水は定期的な交換を行い、不要な溜め水はしない様にお願い
します。ご不明の点はおもてなし観光課へお問合せください。

おもてなし観光課　☎ 0997-83-0731問

畦区へ備品類が整備されました

一般コミュニティ助成事業について

「令和６年度の自治宝くじ助成事業」として、畦区が「一

般コミュニティ助成事業」の対象となり、カラオケセット、

会議テーブル等が整備されました。これは、一般財団法人自

治総合センターが宝くじの普及広報活動の一環として、住民

が行うコミュニティ活動の促進に助

成を行っているものです。今後畦区

は、コミュニティ活動の推進や各種

行事等に有効活用し、地域の活性化

に役立てられます。

生涯学習センター　☎ 0997-82-1309問

シロアゴガエルシロアゴガエル
（写真 : 沖縄奄美自然環境事務所）（写真 : 沖縄奄美自然環境事務所）
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名
し
て
証
人
と
な
っ
て
い
ま
す
。「
老

名
し
て
証
人
と
な
っ
て
い
ま
す
。「
老

人
」
か
ら
「
年
寄
」
の
４
名
ま
で
は
印

人
」
か
ら
「
年
寄
」
の
４
名
ま
で
は
印

章
と
し
て
「
指
印
」
を
押
し
て
い
ま
す

章
と
し
て
「
指
印
」
を
押
し
て
い
ま
す

が
、
村
の
長
で
あ
る
掟
の
み
が
「
花
押
」

が
、
村
の
長
で
あ
る
掟
の
み
が
「
花
押
」

を
書
い
て
、
権
威
の
高
さ
を
示
し
て
い

を
書
い
て
、
権
威
の
高
さ
を
示
し
て
い

る
よ
う
に
見
え
ま
す
。

る
よ
う
に
見
え
ま
す
。

琉
球
王
国
時
代
の
ノ
ロ
は
土
地
を
与

琉
球
王
国
時
代
の
ノ
ロ
は
土
地
を
与

え
ら
れ
て
い
た
こ
と
が
分
か
っ
て
い
ま

え
ら
れ
て
い
た
こ
と
が
分
か
っ
て
い
ま

す
が
、
屋
敷
も
与
え
ら
れ
て
い
た
こ
と

す
が
、
屋
敷
も
与
え
ら
れ
て
い
た
こ
と

を
示
す
文
章
で
す
。
証
文
は
宝
暦

を
示
す
文
章
で
す
。
証
文
は
宝
暦
1414
年年

（
１
７
６
４
年
）
な
の
で
、
薩
摩
藩
支

（
１
７
６
４
年
）
な
の
で
、
薩
摩
藩
支

配
下
に
あ
り
な
が
ら
も
琉
球
王
国
時
代

配
下
に
あ
り
な
が
ら
も
琉
球
王
国
時
代

の
ノ
ロ
の
祭
祀
が
連
綿
と
継
承
さ
れ
、

の
ノ
ロ
の
祭
祀
が
連
綿
と
継
承
さ
れ
、

そ
の
地
位
が
村
内
で
保
証
さ
れ
て
い
た

そ
の
地
位
が
村
内
で
保
証
さ
れ
て
い
た

こ
と
が
伝
わ
り
ま
す
。

こ
と
が
伝
わ
り
ま
す
。

（
郷
土
資
料
館
長

（
郷
土
資
料
館
長  

遠
藤
遠
藤    

智
）
智
）

郷
土
資
料
館
で
は
、
今
年
の
広
報
紙

郷
土
資
料
館
で
は
、
今
年
の
広
報
紙

４
月
号
で
紹
介
し
た「
ノ
ロ
の
任
命
状
」

４
月
号
で
紹
介
し
た「
ノ
ロ
の
任
命
状
」

を
含
め
た
手
々
ノ
ロ
資
料
と
し
て
「
深

を
含
め
た
手
々
ノ
ロ
資
料
と
し
て
「
深

見
家
ノ
ロ
文
書
」
を
保
管
し
て
い
ま

見
家
ノ
ロ
文
書
」
を
保
管
し
て
い
ま

す
。
そ
れ
ら
の
文
書
か
ら
、

す
。
そ
れ
ら
の
文
書
か
ら
、
1515
～～
1616
世世

紀
の
琉
球
王
朝
統
治
下
お
い
て
村
落
祭

紀
の
琉
球
王
朝
統
治
下
お
い
て
村
落
祭

祀
を
司
っ
て
い
た
「
ノ
ロ
」
の
権
威
が
、

祀
を
司
っ
て
い
た
「
ノ
ロ
」
の
権
威
が
、

１
６
０
９
年
以
降
に
薩
摩
藩
の
配
下
に

１
６
０
９
年
以
降
に
薩
摩
藩
の
配
下
に

置
か
れ
た
こ
と
で
、
ど
の
よ
う
に
変
化

置
か
れ
た
こ
と
で
、
ど
の
よ
う
に
変
化

し
た
か
を
知
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

し
た
か
を
知
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

〔
薩
摩
藩
役
人
の
着
任
祝
い
を
命
じ
ら

〔
薩
摩
藩
役
人
の
着
任
祝
い
を
命
じ
ら

れ
た
際
に
記
し
た
「

れ
た
際
に
記
し
た
「
口口
こ
う
じ
ょ
う
お
ぼ
え

こ
う
じ
ょ
う
お
ぼ
え

上
覚
上
覚
」〕」〕

口
上
覚
は
、「
徳
之
島
に
派
遣
さ
れ
た

口
上
覚
は
、「
徳
之
島
に
派
遣
さ
れ
た

新
奉
行
の
着
任
祝
い
に
亀
津
へ
来
る
よ

新
奉
行
の
着
任
祝
い
に
亀
津
へ
来
る
よ

う
に
命
じ
ら
れ
ま
し
た
が
、
や
む
を
得

う
に
命
じ
ら
れ
ま
し
た
が
、
や
む
を
得

な
い
事
情
に
よ
り
お
伺
い
で
き
な
い
の

な
い
事
情
に
よ
り
お
伺
い
で
き
な
い
の

で
、
お
許
し
く
だ
さ
い
」
と
ノ
ロ
が
申

で
、
お
許
し
く
だ
さ
い
」
と
ノ
ロ
が
申

し
出
た
書
状
で
す
。

し
出
た
書
状
で
す
。

年
代
は
不
明
で
す
が
、
薩
摩
藩
か

年
代
は
不
明
で
す
が
、
薩
摩
藩
か

ら
派
遣
さ
れ
た
役
人
が
寛
永

ら
派
遣
さ
れ
た
役
人
が
寛
永
1616
年年

（
１
６
３
９
年
）
に
「
代
官
」
と
称
さ

（
１
６
３
９
年
）
に
「
代
官
」
と
称
さ

れ
る
ま
で
は
「
奉
行
」
だ
っ
た
こ
と
か

れ
る
ま
で
は
「
奉
行
」
だ
っ
た
こ
と
か

ら
、
文
書
作
成
は
そ
れ
以
前
だ
と
推
測

ら
、
文
書
作
成
は
そ
れ
以
前
だ
と
推
測

さ
れ
ま
す
。
宛
名
の
「
大
あ
む
し
ゃ

さ
れ
ま
す
。
宛
名
の
「
大
あ
む
し
ゃ

ら
」
は
、
島
内
の
ノ
ロ
の
任
命
権
者
で
、

ら
」
は
、
島
内
の
ノ
ロ
の
任
命
権
者
で
、

「「
三三み
ひ
ら

み
ひ
ら平平
」
は
在
所
の
名
称
で
す
。
非
礼

」
は
在
所
の
名
称
で
す
。
非
礼

を
詫
び
る
と
と
も
に
、
後
日
に
至
っ
て

を
詫
び
る
と
と
も
に
、
後
日
に
至
っ
て

無
礼
な
こ
と
に
な
り
ま
し
た
ら
、
ど
の

無
礼
な
こ
と
に
な
り
ま
し
た
ら
、
ど
の

よ
う
な
ご
沙
汰
で
も
仰
せ
つ
け
く
だ
さ

よ
う
な
ご
沙
汰
で
も
仰
せ
つ
け
く
だ
さ

い
と
述
べ
て
い
ま
す
。
随
分
へ
り
く

い
と
述
べ
て
い
ま
す
。
随
分
へ
り
く

だ
っ
た
内
容
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
薩
摩

だ
っ
た
内
容
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
薩
摩

藩
役
人
の
影
響
力
が
増
し
て
い
た
こ
と

藩
役
人
の
影
響
力
が
増
し
て
い
た
こ
と

を
伺
い
知
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

を
伺
い
知
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

〔
ノ
ロ
屋
敷
の
譲
渡
証
文
「

〔
ノ
ロ
屋
敷
の
譲
渡
証
文
「
永永え
い
た
い
し
ょ
も
つ

え
い
た
い
し
ょ
も
つ

代
書
物

代
書
物
」〕」〕

こ
の
「
永
代
書
物
」
は
、「
ノ
ロ
」
の

こ
の
「
永
代
書
物
」
は
、「
ノ
ロ
」
の

代
替
わ
り
の
時
に
屋
敷
も
譲
渡
す
る
こ

代
替
わ
り
の
時
に
屋
敷
も
譲
渡
す
る
こ

と
を
保
証
し
た
文
書
で
す
。
手
々
村
の

と
を
保
証
し
た
文
書
で
す
。
手
々
村
の

掟掟お
き
て

お
き
て（（

按按あ

じ

あ

じ司司
）
と
村
役
人
、
長
老
ら
が
連

）
と
村
役
人
、
長
老
ら
が
連

☎
０
９
９
７
―
８
２ 

―
２
９
０
８

問

郷
土
資
料
館

島の様々な魅力を伝え徳之島のファンを
獲得すべく、「１日 1 徳」をキャッチコピーに、
町公式 Instagram と Facebook での毎日投稿
を宣言します！皆さまぜひご覧ください！

【口上覚】

島
の
む
ん
が
た
り

町
誌
編
さ
ん
室
の

古
文
書
か
ら
ひ
も
解
く

　

島
の
歴
史
～
ノ
ロ
文
書
～

【永代書物】

企画課 ☎ 0997-82-1112問 町公式 Facebook

町公式 Instagram

町公式 Instagram町公式 Instagram

&Facebook&Facebook でで

毎日情報発信します！毎日情報発信します！
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学力向上対策試験成績優秀者表彰【海外語学留学事業】３人の高校生が NY へ短期留学 教
育
委
員
会

　
　
　
だ
よ
り

教育委員会だより

「ドラゴン桜 2」編集担当の現役東大生、西岡氏を講師に迎え教育講演会

問
社
会
教
育
課

　

☎
０
９
９
７
―
８
２
―
２
９
０
４

令
和
６
年
度
の
徳
之
島
町
海
外
語

学
留
学
事
業
を
実
施
し
、
本
町
の
高

校
生
３
人
が
、
７
月
21
日
か
ら
８
月

３
日
ま
で
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
で
の
語

学
留
学
生
活
を
送
り
ま
し
た
。

今
回
の
留
学
は
奄
振
交
付
金
と
ふ

る
さ
と
納
税
を
活
用
し
実
施
。
留
学

生
は
マ
ン
ハ
ッ
タ
ン
の
中
心
に
あ
る

レ
ナ
ー
ト
語
学
学
校
で
の
授
業
と
、

そ
れ
ぞ
れ
の
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
先
で
の

生
活
を
中
心
に
、
国
連
ニ
ュ
ー
ヨ
ー

ク
本
部
や
リ
バ
テ
ィ
島
の
自
由
の
女

神
像
、
国
立
９
月
11
日
記
念
館
・
博

物
館
な
ど
、
現
地
の
様
々
な
場
所
で

見
聞
を
広
げ
ま
し
た
。

語
学
学
校
が
休
み
と
な
る
週
末
に

は
、
昨
年
に
続
い
て
現
地
で
サ
ポ
ー

ト
を
行
っ
た
本
町
Ｃ
Ｉ
Ｒ
（
国
際
交

流
員
）
ク
リ
ス
さ
ん
の
ご
家
族
が
暮

ら
す
、
郊
外
オ
シ
ニ
ン
グ
の
実
家
で

交
流
し
、
ア
メ
リ
カ
の
雰
囲
気
や
文

化
を
満
喫
し
ま
し
た
。

語
学
学
校
最
終
日
に
は
卒
業
セ
レ

モ
ニ
ー
が
行
わ
れ
、
仲
良
く
な
っ
た

ク
ラ
ス
メ
イ
ト
と
の
別
れ
を
惜
し
ん

だ
３
人
。
留
学
体
験
の
中
で
大
き
く

成
長
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
自
信
に
つ
な

が
る
留
学
と
な
り
ま
し
た
。

町
立
小
中
学
校
の
保
護
者
や
教
育
関
係

者
を
対
象
と
し
た
「
令
和
６
年
度
教
育
講

演
会
」
を
、
株
式
会
社
カ
ル
ぺ
・
デ
ィ
エ

ム
代
表
で
現
役
東
大
生
の
西
岡
壱
誠
氏
を

講
師
に
迎
え
、
７
月
31
日
、
町
文
化
会
館

で
実
施
し
ま
し
た
。
西
岡
氏
は
、
偏
差
値

30
台
の
高
校
生
が
東
大
合
格
を
目
指
す
人

気
漫
画『
ド
ラ
ゴ
ン
桜
２
』で
編
集
を
担
当
。

ご
自
身
が
偏
差
値
30
台
か
ら
東
大
へ
合
格

し
た
実
体
験
や
、
自
ら
が
勝
手
に
決
め
て

い
た
限
界
を
越
え
る
き
っ
か
け
と
な
っ
た

恩
師
の
言
葉
を
紹
介
。「
リ
ア
ル
ド
ラ
ゴ
ン

桜
は
可
能
。
大
人
は
子
ど
も
の
限
界
を
決

め
つ
け
る
の
で
は
な
く
、
挑
戦
を
応
援
し

て
あ
げ
て
欲
し
い
」
と
話
し
、
来
場
者
へ

エ
ー
ル
を
送
り
ま
し
た
。

学
校
教
育
課

　

☎
０
９
９
７
―
８
２
―
１
３
０
８

問
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学
生
が
企
業
等
で
就
業
体
験
な
ど

を
行
う
「
徳
之
島
町
イ
ン
タ
ー
ン

シ
ッ
プ
教
育
事
業
」
を
、
７
月
28
日

か
ら
８
月
３
日
に
か
け
て
実
施
し
ま

し
た
。
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
に
は
本

町
の
中
学
３
年
生
～
高
校
１
年
生
ま

で
の
９
人
が
参
加
。
そ
れ
ぞ
れ
の
訪

問
先
で
、
最
先
端
の
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー

や
商
品
企
画
の
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ

ン
な
ど
多
種
多
様
な
現
場
を
体
験
。

第
一
線
で
働
く
人
か
ら
仕
事
へ
の
向

き
合
い
方
を
学
ぶ
な
ど
、
そ
れ
ぞ
れ

の
参
加
者
が
、
自
分
の
将
来
を
見
つ

め
る
濃
密
で
貴
重
な
経
験
と
な
り
ま

し
た
。（
本
事
業
は
ふ
る
さ
と
納
税

に
よ
る
「
ふ
る
さ
と
思
い
や
り
基
金
」

を
活
用
し
実
施
し
て
い
ま
す
。）

【
主
な
訪
問
先
】

〇
名
古
屋
観
光
ホ
テ
ル

〇
名
古
屋
証
券
取
引
所

〇
ア
イ
シ
ン 

コ
ム
セ
ン
タ
ー

〇
株
式
会
社
ア
ド
ヴ
ィ
ッ
ク
ス

〇
近
畿
農
政
局

〇
京
都
国
際
マ
ン
ガ
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム

〇
大
阪
府
庁

〇
ダ
イ
ド
ー
ド
リ
ン
コ

〇
パ
ナ
ソ
ニ
ッ
ク
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム

教育委員会だより

【インターンシップ教育事業】９人の中高生が充実した社会体験

【大島地区大会】弓道競技、空手道競技（団体組手・成年男子）で優勝

７
月
12
日
か
ら
28
日
に
か
け
、「
第
65
回

大
島
地
区
大
会
」
が
奄
美
群
島
各
地
で
開

催
さ
れ
ま
し
た
。
本
町
の
出
場
団
体
か
ら

は
、弓
道
競
技
、空
手
道
競
技
（
団
体
組
手
・

成
年
男
子
）
の
２
団
体
が
見
事
優
勝
旗
を

手
に
し
ま
し
た
。
今
後
も
各
競
技
の
更
な

る
躍
進
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

【
徳
之
島
町
チ
ー
ム
入
賞
結
果
】

１
位
：
弓
道
競
技

　
　
　

空
手
道
競
技（
団
体
組
手
・
成
年
男
子
）

２
位
：
剣
道
競
技

　
　
　

空
手
道
競
技
（
総
合
）

３
位
：
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
競
技
（
女
子
）
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『レシピの役には立ちません』

阿川 佐和子／著〔一般書〕

珍しく父に褒められるからと、台
所仕事をするようになって 60 年
余。アガワが立ち向かう新たな食
材、怪しい食材、そして腐りそう
とおぼしき食材…。料理に向かう
勇猛心が湧いてくるエッセイ。

『タイムトラベル大冒険　空からな
がめる世界の七ふしぎ』

コマヤスカン／作・絵〔絵本〕

タイムマシンに乗って、空から世
界の歴史と地理を大冒険 ! ギザの大
ピラミッド、バビロンの空中庭園、
オリンピアのゼウス像、アレクサ
ンドリアの大灯台…。古代世界の
七ふしぎを迫力のパノラマ絵で楽
しむ絵本。

図書館かち
行かでー！

～Let's go to the library! ～ 

『四つの白昼夢』

篠田 節子／著〔小説〕

30 代の夫婦が移り住んだ理想の家。
しかし夫が出張中のある夜、天井
から異様な物音が…。「屋根裏の散
歩者」など、分別盛りの人々の抱
えた困惑と不安をユーモアを交え
て描く全 4 編を収録。

徳之島町立図書館から、
新着本やイベントなどのお知らせ。

本
を
読
ん
で
、

人
生
を
豊
か
に
。

『暗殺』

柴田 哲孝／著〔小説〕

元内閣総理大臣が凶弾に倒れ、1 人
の男が捕まった。本当に “ 彼 ” が元
総理を撃ったのか ? 真相は、1 人の
記者の矜持が明かすのか、闇に葬
られるのか -。日本を震撼させた実
際の事件をモチーフに描くサスペ
ンス。

『四畳半神話大系』

森見 登美彦／著〔小説〕

京都のオンボロアパートの四畳半
に暮らし。薔薇色とは、ほど遠い
キャンパスライフを送る「私」。「こ
んなはずじゃなかった」と言いま
すが、果たして本当にそうなのか。
違う選択をしたら、違う道筋を辿
れていたのか……。4 つの平行世界
を通じて描かれる物語。

☆職員おすすめ本☆　    

の図書館展示

○敬老の日　○認知症　○お月様　○おいしい本

９月

徳之島町立図書館　☎ 0997-82-1239

お知らせ

　わきゃ島塾 第４回　「徳之島の文化　人生儀礼」

　【講師】 町田　進 氏 （町文化財保護審議会会長）

　【日時】 9/22（日）午後２時～午後３時 30 分

　【場所】 町生涯学習センター２階研修室

○おはなしの時間

　0 歳～　　9/1（日）午後 2 時 30 分～

　3 歳～　　9/14（土）、9/28（土）午後 2 時 30 分～

わきゃ島塾 第５回　『徳之島の史跡

史跡巡り』 受講者を募集しています！

　【日時】 10/19（土）午後２時～午後３時 30 分

　【講師】 遠藤 智 ・ 大屋 匡史

　   （徳之島町郷土資料館）

　　【場所】 町生涯学習センター２階研修室

　参加方法や内容など、 ご不明な点は図書館へお問

　い合わせください。徳之島町立図書館　☎ 0997-82-1239

《図書館開館時間》火～金曜日：午前 10 時～午後７時
　　　 土・日・祝日：午前９時 30 分～午後５時

《９月の返却ポスト回収予定日》

　【阿田野平住宅】 ８日（日）　、 24 日（火）
　【花徳支所】 ６日（金）、10 日（火）
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○
家
族
で
考
え
る
赤
ち
ゃ
ん
の
暮
ら
し

　
（
マ
マ
だ
け
の
参
加
も
О
Ｋ
で
す
）

○
沐
浴
体
験

○
産
後
の
過
ご
し
方

※
希
望
に
応
じ
パ
パ
の
妊
婦
体
験
も
で
き
ま
す

マ
タ
ニ
テ
ィ
ク
ラ
ス
の
ご
案
内

母
子
手
帳
交
付
・
歯
科
相
談

【
日
に
ち
】
9
月
17
日
（
火
）

【
時　

間
】
10
時
～
12
時

【
場　

所
】
町
保
健
セ
ン
タ
ー

＊
前
の
週
の
金
曜
日
ま
で
に
電
話

　

で
ご
予
約
く
だ
さ
い
。

＊
母
子
健
康
手
帳
を
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

【
受
付
時
間
】
14
時
～
14
時
30
分

【
対
象
者
】

妊
婦
さ
ん
、
幼
児
、
一
般
の
方
、

３
ヶ
月
以
上
歯
科
健
診
・
フ
ッ
化
物

塗
布
を
受
け
て
い
な
い
お
子
さ
ん

【
受
付
時
間
】
13
時
30
分
～

【
日
に
ち
】
9
月
19
日
（
木
）

【
場　

所
】
町
保
健
セ
ン
タ
ー

○
歯
科
相
談

○
母
子
手
帳
交
付

日にち 対象地区 会場・時間

９月 10 日（火） 南原・尾母・大原・白井・亀徳・北区
時 間 や 会 場

は 通 知 を ご

確 認 く だ さ

い。

９月 11 日（水） 中区・南区・旭ヶ丘・井之川・神之嶺・諸田・徳和瀬

９月 12 日（木） 東区・大当・反川・池間・下久志

９月 13 日（金） 前川・新村・轟木・上花徳・花時名

９月 14 日（土） 畦・山・金見・手々

結核検診のお知らせ
65 歳以上の方を対象に下記の日程で結核検診（胸部レントゲン検査）を実施いたします。

対象の方には 8 月上旬頃に通知を郵送しておりますので、通知を持参して会場にお越し
ください。（※肺がん検診を受けた方は対象外となります。）

9/10(火)～9/14(土)

徳之島町保健センター　電話 :0997-83-3121

※
37
・
５
度
以
上
の
発
熱
・
風
邪
症
状
が
あ

る
な
ど
、
体
調
が
す
ぐ
れ
な
い
方
は
来
所

を
お
控
え
く
だ
さ
い
。

～こころの健康相談会～～こころの健康相談会～
令和６年９月 28 日 （土） 29 日 （日）

　臨床心理士による相談会を実施します。小さな事でも一人で抱え込まず、誰かに話してみま
せんか？個人の秘密は固く守られます。町保健センターへご予約ください。

◇仕事上、生活上での悩み
◇職場や家庭での人間関係
◇身近な人の死で辛い思いをしている
◇自分や家族の病気や介護、育児が大変
◇自分や家族が引きこもり傾向　など

【対象】徳之島町在住の 40 歳以上の方とご家族　【会場】町保健センター
【相談費用】無料（※予約が必要です。保健センターへお電話ください。）

こんな悩み、 抱えていませんか？
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広報 徳之島  2024 年 9 月号

穏やかで笑顔が素敵なフジヱさん。若い頃から農

業一筋、さとうきびやじゃがいも栽培を頑張っていたそうで、

97 歳を迎えた現在も、自分の足でしっかり歩いていて驚き

ました。毎朝６時に起きて、近所を押し車で散歩するのが日

課で、「100 歳まで頑張って生きよう！」を目標に毎日散歩

を続けているそうです。友人と島唄を唄ったり、お茶をした

り、浜で拾った貝殻で工作をしたり、普段から趣味も楽しん

でいると笑顔で話してくださいました。これからも、まだま

だお元気で長生きしてくださいね。

わっきゃまちの

きまいたりっちゅ !
きまいたりっちゅ !

小倉フジヱさん
手々（97 歳）

奄美群島で獲れる多種多様な水

産物をもっと知って食べてもらうた

めのグルメイベント 『島ぃゆグルメ』

を令和６年７月２３日から令和７年３

月３１日までの期間で開催いたしま

す。 各飲食店が腕によりをかけ、 和

食 ・ 洋食 ・ ファストフードなどさま

ざまなジャンルで提供する、 奄美群

島産水産物のみを使った 「島ぃゆグ

ルメ」 メニュー。 美味しい島の魚介

料理をぜひご賞味ください。農林水産課 ☎ 0997-82-1150問

◇
7
月
届
出
分
の
う
ち
、
広
報
紙
に

　掲
載
可
の
方
の
み
掲
載
し
て
い
ま
す
。

◆
謹
ん
で
ご
冥
福
を

 

お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す

◆
こ
ん
に
ち
は
赤
ち
ゃ
ん

出
生
児
　
　
保
護
者
　
住
　
所

琉
　
　

せ

お

晟
生
（
喬
　
至

　
唯
　
）
尾
　
母

福
田
　

な

な

み

七
海
（
龍
之
介

千
　
尋
）
亀
　
津

政
田
　

け
い
じ
ゅ

京
寿
（
武
　
蔵

佳
奈
子
）
亀
　
徳

加
納
　

る

り

瑠
璃
（
文
　
博

智
　
子
）
亀
　
徳

新
元
　

か

ず

は

万
晴
（
一
　
幸

の
は
ら
）
井
之
川

上
川
　

こ

う

き

浩
輝
（
浩
太
郎

早
由
里
）
亀
　
津

徳之島町の現勢

面積 104.92 ㎞2

人口 　9,490 人

 男 4,684 人

 女 4,806 人

世帯数 4,570 戸

　

（-27）

（-５）

（-22）

（-11）

（括弧内は先月との比較）

令和６年８月１日現在

戸
籍
の
窓

本
田
　
悟
　
＝
　
伊
仙
町

中
山
　
瑠
美
＝
　
亀
　
津※令和 2年国勢調査に基づく

　推計人口です。

 

氏
　
名 

年
齢 

 

住
　
所

福
田
ト
ヨ
子
　
97
　
亀
　
津

池
　
マ
ツ
エ
　
105
　
下
久
志

藤
田
　
ト
ヨ
　
101
　
井
之
川

石
田
　
安
榮
　
92
　
亀
　
津

尚
　
　
初
美
　
84
　
花
　
徳

眞
喜
屋
　
徹
　
66
　
母
　
間

前
田
　
美
香
　
37
　
亀
　
津

熊
元
　
健
三
　
97
　
轟
　
木

大
崎
日
出
夫
　
85
　
亀
　
津

中
村
ま
さ
子
　
74
　
亀
　
津

　
元
サ
ヱ
子
　
91
　
母
　
間

尚
　
　
睦
夫
　
91
　
花
　
徳

大
田
　
泰
枝
　
90
　
母
　
間

金
城
　
武
志
　
73
　
　
山
　

新
田
　
供
子
　
72
　
亀
　
津

田
袋
　
𠮷𠮷
三
　
97
　
母
　
間

柳
田
　
忠
男
　
92
　
亀
　
津

【徳之島町の参加店舗】

・ 遊学リゾート きむきゅら

・ 漁師の店 さかな

・ 居酒屋 今年も豊作

・ 居酒屋 あかひげ

・ 美酒佳肴 和み家

・ 居酒屋ろばた焼き 鳥王

・ まつ葉

イベント詳細は

ＱＲコードから→


